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～新年度のあいさつ～ 

新しい年度が始まりました。皆様には日頃から法人の諸運営に対して力強いご支

援、ご協力を頂き心より感謝申し上げます。３月１１日に発生した東日本大震災によ

る未曾有の大震災に見舞われ、国をあげて復興に取り組んでおりますが、被災され

た方々に対し心より御見舞申し上げますと共に、一日も早い復興を願っています。 

  このような中でなかま事業は１月に新事業体系に移行して、試行錯誤の中、ひと

つひとつ方向が定まってきました。３月にはトイレットペーパーの製造機(ホワイトゴ

ート)を設置、順調に稼働し、製品として販売するまでになりました。 

また、第２つゆ草クラブを開所すべく準備をしてきましたが、４月５日に開所出来、

毎日元気に子ども達が通所しております。 

なお、今年度はケアホーム建設に向かっての準備初年度として法人活動をしてまいる所存ですので、皆様のご

指導ご協力をお願いいたします。 

                                                   理事長    下田健次 

～第２つゆ草クラブが元気にスタートしました～ 

 平成２３年４月５日、群馬県障害政策課、前橋市障害福祉課、また地域の役員、法人役員の皆様にご出席を賜

り、開所式を行うことが出来ました。 

 また、戸外活動では新車のノアに乗り込み、敷島公園や嶺公園に出掛け、新緑の下、元気に駆け回りアスレチッ

クやローラーすべり台などの遊具にも挑戦しています。 

 そして、４月２５日からは個別支援計画作成のための、面談も始まりました。お子さんの家庭での様子や将来像

をお聞きしひとり一人の発達状況を把握し、支援内容の検討に役立てたいと思います。 

 まずは、子どもたちの“笑顔”を大切に、楽しく安心して過ごせる施設であるよう、スタッフ一同心掛けていきます。 

第２つゆ草クラブ   涌沢 

〈開所式の様子〉                        〈散歩の様子〉 

～義援金のお礼とご報告～ 

東北地方の皆様におかれましては、被災後２ヶ月が過ぎ、復興に向けての作業も進められておりますが災害の

傷跡も深く、原発の避難区域の皆様は重装備で期限付きの一時帰宅が先日行われたと報じられました。変わり果

てたふるさとを目の当たりにされた時の心境を思うと、私たちに出来ることを考え行動せずにはいられません。 

さて、皆様にご協力をお願いしておりました義援金総額は１０５，０００円となり、４月１１日付けで群馬県知的障

害者福祉協会に送金いたしました。県内７７施設・事業所等の善意の総額は、３，７２３，１３１円になりましたと県

知的障害者福祉協会よりご報告を頂きました。また、群馬県社会就労センター協議会でも被災地へ３回物資を輸

送したとご報告を頂き、法人では毛布、マスク、タオルを送りました。 

尚、地域で活動されている前橋市富士見日赤奉仕団には、トイレットペーパー、紙おむつ、マスクと５０，０００円

を送りました。 

復興に向かうには、多くの時間と莫大な経済支援が必要なことは言うまでもありません。しかし、乗り越えられな

い苦難はないと信じて、皆様と共にできることから協力をしていきたいと思っています。  

なかま  栁井    

                                                      

                                                       

       

 

 

～地球にやさしいエコなトイレットペーパー～ 

 近年「エコ」というキーワードを耳にすることが多くなり、私達の日常生活の上でも身近なものとして認識され

ていることはいうまでもないことです。あかぎの響としても、「エコ」をテーマとした事業を始めることとなりまし

た！エコライフを気軽に生活に取り入れてほしいという願いも込め「コピー用紙を再利用し、きれいなトイレット

ペーパーを作ろう」という計画のもと試行錯誤を行い、やっとのことで販売出来る状態にもっていくことができ

ました。再利用という地球にやさしいエコをコンセプトにしたトイレットペーパーです！ 

                 

なかま  小池 

                                 

 

 

     ～苦情相談窓口～ 

 社会福祉法８２条の規定に基づき、社会福祉法人あかぎの響では福祉サービスのご利用にあたってのご要望や

苦情に適切に対応できる体制を整えております。その他運営適正化委員会に申し立てることも出来ます。 

事業所 苦情解決責任者 

障害福祉サービス事業所 なかま 栁井 元子 

つゆ草クラブ・第２つゆ草クラブ 

ヘルパーステーション・サービスステーション 

石関 禎子 

第三者委員会 吉原 宏(人権擁護委員会) 

近藤 清冶(前富士見地区民生委員長) 

あかぎの響通信 

                            ＮＯ．１３ 

障害福祉サービス事業所 なかま                 平成２３年６月 

つゆ草クラブ                               発行：社会福祉法人  あかぎの響 

第２つゆ草クラブ                              〒３７１‐０１１５  群馬県前橋市富士見町小沢１１７－６ 

サービスステーションつゆくさ                      TEL：０２７－２８８－１８６７  FAX：０２７－２８８－１９６７ 

ヘルパーステーションつゆくさ                        e-mail ： akagi-no-hibiki@a-hibiki-a06.lunch-box.jp 

                    HP ：  http://www.a-hibiki-a06.lunch-box.jp/ 

このたびの東日本大震災により  

被災された皆様に、心から御見舞申し上げます。 
一日も早い復興をお祈り申し上げます。 



よろしくお願い 

   いたします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

●人事異動       下記の通り人事異動をお知らせいたします。 

・涌澤 紀美恵  第２つゆ草クラブ ← つゆ草クラブ 

・下田 ちひろ  第２つゆ草クラブ ← サービスステーションつゆくさ 

・峯岸 葉子   サービスステーションつゆくさ ← つゆ草クラブ 

 

●新入職員 

・内田 美穂   サービスステーションつゆくさ 

・青木 亮    なかま 

・富澤 宏樹   第２つゆ草クラブ 

・関口 瑛裕   つゆ草クラブ 

・品川 美紀   つゆ草クラブ 

・渡邊 麻衣子  第２つゆ草クラブ 

・牧ヶ谷 美紗  第２つゆ草クラブ 

 

～編集後記～ 

 今年３月の大きな災害で日本中が揺れ動く中、あかぎの響では４月５日に第２つゆ草クラブが開所し、

新年度は慌ただしいスタートとなりました。そんな中でこのあかぎの響通信の編集に携わり、発行するこ

とが出来て、ホッとしております。東日本大震災を体験した今だからこそ一日一日を大切に、さまざまな

ニーズに応えるべく、利用されている方々と向き合っていけたらと思います。     編集委員 下田                             

生活介護事業 

就労継続支援Ｂ型事業 


